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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,69 45,81 +0,12 46,20 -0,39

USD / BRL Spot BRL 2,2298 2,2224 -0,0074 2,1938 +0,0286

USD / JPY Spot JPY 101,84 101,86 +0,02 101,42 +0,44

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 57.821 57.696 -125 53.157 +4.539

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 137,0 142,0 +5,0 140,7 +1,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,96 10,97 +0,01 11,04 -0,07

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,235 -0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 298,3 298,3 +0,0 310,8 -12,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は成長率見通し引き下げにもかかわらずレアル高となる展開でした。
朝方は今年末の成長率見通しが９週連続で引き下げられたため先週末比レアル安の２．２３台前半で取引
されました。一時的に２．２３台半ばへレアル売りとなりましたが、今週のＦＯＭＣを前に警戒感からドル売り
優勢となったため２．２２台前半へドル安レアル高となりました。その後は小動きとなり、結局２．２２台前半で
引けています。

昨日発表された週次サーベイによると今年末の成長率見通しは０．９７％から０．９０％へ９週連続での引き
下げとなりました。今年末のインフレ見通しは６．４４％から６．４１％へ引き下げられましたが、来年末のイン
フレ見通しは６．１２％から６．２１％へ引き上げられインフレ圧力が根強いとの見方が強まっています。これ
は来年末の政策金利が１２％へ引き上げられた上での見通しであるため、エコノミストらによるインフレ懸念
の強さが示唆されています。前回のＣＯＰＯＭではインフレ抑制を実現するため当面の利下げを明確に否定
しており、想定以上の景気減速がない限り利下げを検討しないと思われます。景気をある程度犠牲にしても
インフレ抑制を優先する姿勢が現われており、インフレ抑制実現を前に景気減速を余儀なくされるでしょう。
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